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フィギュアスケート観戦者における観戦動機に関する研究 
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［要旨］ 
 本研究は、フィギュアスケートのイベント運営に資する情報収集および分析を目的とした。特に観戦者
の観戦動機に着目し、チームスポーツ観戦者を対象とした、観戦動機の測定および分析に用いた尺度（Funk, 
Filo, Beaton, and Pritchard, 2009）を用い、フィギュアスケート観戦者の観戦動機の分析をおこなった。得ら
れた結果からは、フィギュアスケートにおいて、観戦動機を測定するのに用いたSPEED尺度のモデルとし
ての適合が確認され、チームスポーツ観戦者の観戦動機とは異なる特徴が認められた。さらに、女性の観
戦者の構成比が高く、選手とのつながりが強い個人競技においては、従来のチームスポーツにおけるマー
ケティング戦略とは異なるあり方を検討する必要性について示唆された。 
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1.はじめに 
 プロスポーツにおいて、安定的な収益の確保と
いう観点から、ファンの拡大だけでなく、クラブ
および選手とファンの間に心理的な絆を形成し、
ファンとの長期的かつ良好な関係の構築に資する
活動を継続的におこなっていくことや、ファンを
理解し、的確な集客戦略を策定することもプロス
ポーツの運営において重要な課題である。さらに、
マーケティング戦略について検討する上で、試合
を観戦するという観戦者の消費行動における意思
決定に影響を及ぼす要因を把握し、的確な集客戦
略を策定することもマーケターにとって重要な課
題である。 
 本研究の対象とするフィギュアスケートにおい
ては、技術的な側面からのアプローチを題材とす
る研究が多くみられ、観客の観戦行動に関する研
究は国内外を問わずほぼみられない。しかしなが
ら、フィギュアスケートへの関心はとても高く、
日本オリンピック委員会（JOC）が定める、2013
年から2016年JOCのシンボルアスリート 8 名のう
ち、高橋大輔選手、羽生結弦選手の 2 名が名を連
ね1）、さらに、国際大会の多くは地上波で放送さ
れるなど、メディア価値やスポンサーメリットと
いうビジネスの視点でもその価値は高いといえる。 
 このように、スポーツビジネスの領域において、
価値の高いイベントでありながらも、先行研究お
よび事例の少ないフィギュアスケートにおいて、
今後のイベント運営、さらにはマーケットの拡大
などのビジネスとしての基礎的な情報として、フ
ァンの特性や観戦行動を把握することは重要であ
ると考える。 
 仲澤ら（2000）は、ファンとの関係性という観
点において、セグメントマーケティングの観点か
ら、サッカー観戦者の特徴として、男性のルール
の理解度が高く、競技自体へコミットされている。
一方で女性のファンは、選手との結びつきが強い
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ことを明らかにし、女性観戦者と長期的関係を構
築するためにはルールの理解を促すような学習支
援的な取り組みが効果的であると述べている2）。 
 ここで、フィギュアスケートの特性について整
理すると、得点による勝敗や戦況の優劣を競う競
技とは異なり、芸術性や技術の高さなどの審美性
を競うものであるという勝敗の基準や、現在活躍
しているトップ選手の年齢が、他の競技に比べ低
いことなどの競技者の特性、さらにサッカーや野
球のように特定の本拠地やスタジアムをもたない
地域性の薄いイベントであり、国際大会も多いこ
となどが挙げられる。 
 このように、審美性を主観的な評価によって優
劣をつける競技特性をもつフィギュアスケートに
おいては、複雑なルールに関する理解を促すよう
なプロモーションは観戦者とフィギュアスケート
とのつながりを深めるとともに、長期的な関係を
構築するうえで重要であり 、観戦者の観戦行動や
選手および競技との心理的な結びつきについての
特徴をより詳しく把握することや、観戦者拡大の
ための観戦者満足や効果的なプロモーションにつ
いても検討する必要がある3）。 
 本研究では先行研究からの継続的な研究として
位置づけし、財団法人日本スケート連盟が主催す
るフィギュアスケート競技における３つの全日本
選手権（※全日本ノービス選手権、全日本ジュニ
ア選手権、全日本選手権）のうち、全日本ジュニ
ア選手権を対象とし、調査を行った。 
 この大会は日本のフィギュアスケート競技にお
いてトップ選手になるための重要な位置づけとな
る大会である。上位入賞者は、日本スケート連盟
が指名する強化選手への推薦や、世界ジュニア選
手権への代表として検討される他、フィギュアス
ケートにおいて日本で最も高い位置づけとされる
全日本フィギュアスケート選手権（以下、全日本
選手権）への出場推薦がされる。フィギュアスケ
ートの大会の位置づけとしては日本スケート連盟
が主催・主管する「全日本」と名が付く 3 つの競
技会（シンクロナイズドスケーティングは除く）
のうち、 2 番目に競技レベルの高い大会と位置づ
けられている。参加者の対象年齢は国際スケート
連盟で区分けされているジュニアの区分、12歳か
ら18歳の選手が参加することが可能である。但し、
シニアの競技会が15歳以上で参加できるため、ジ
ュニア年齢ではあるが、シニアの競技会に参加す
る選手も存在している。また、参加資格について
は、日本スケート連盟が管轄しているバッヂテス
ト（スキルテスト：初級～ 8 級があり、 8 級が最
高である）で、 6 級以上を保持している事が全日
本ジュニアの予選会に出場する条件となる。予選
会は全国 6 ブロックに分かれて行われた後、ブロ
ック通過者が東西日本選手権に出場し、東西日本
選手権で予選を通過した選手が出場資格を得るこ
とができる。さらに、全日本ジュニア選手権で上
位に入った選手（例年大体 6 位くらいまでのジュ
ニア年齢の選手）は、関連機関の推薦を受け、全
日本選手権への出場が推薦される。上記のように、
対象としたイベントは、競技レベルが高い大会で
あることはもとより、テレビでも放送され、ファ
ンにとっても注目度の高いイベントである。 
 本研究では、今後のフィギュアスケートのイベ
ントにおけるマーケティング戦略を策定する上で
重要な要因となる観戦者の観戦動機に着目し、観
戦の意思決定に影響を及ぼす要因について情報の
収集および分析を行うことを目的とする。本研究
は社会的な関心やメディア価値などを踏まえると、
先行研究の不足や、女性の観戦者の構成比が高い
という通常のスポーツマーケティングにおける研
究対象との相違などからも独自性が高く、価値の
高いものであると考えられる。 
 
2.先行研究 
 スポーツイベントへの参加に至る意思決定のプ
ロセスやスポーツイベントへ参加することで得ら
れる便益や満足などの観戦者の感情的側面はマー
ケティング戦略上重要な情報であると認識されて
いる。特に観戦動機は、観戦者の消費行動の一端
を把握することで、競技の特性を踏まえた戦略を
策定するための重要な要素であり、国内外で数多
くの研究がみられる。我が国においては、サッカ
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ーや野球に代表されるプロスポーツの観戦者を対
象とした観戦動機の要因について明らかにしたも
の4）だけでなく、ラグビーやアイスホッケーなど多
くの競技で分析されている。また、測定尺度とし
ても競技の特性を踏まえた因子で構成されている
ものや、スポーツというプロダクトの持つ特性に
着目したものなど様々である。 
 競技の特性に焦点を当てた研究が多くみられる一
方で、Funkらは、動機の中核をなす側面を数多くの
先行研究から集約し、動機を測定するための汎用性
の高いモデルとしてSPEEDモデルを提唱している5）。
本研究で対象としたフィギュアスケートは、これま
で焦点が当てられてきたチームスポーツとは異なり、
個人競技である点や優劣のつけ方が審判の主観的な
評価によるものであるという特性がやその汎用性か
らも、SPEED尺度を援用し、測定項目を設定した。 
  
3.研究の方法 
3.1.調査方法 
 本研究は、フィギュアスケート観戦者の特性と
して観戦動機に着目し、競技会への来場者に対し
てアンケート調査をおこなった。 
 
3.2.調査対象試合 
 2012年11月17日、18日にダイドードリンコアイ
スアリーナにて開催された、第81回全日本フィギ
ュアスケートジュニア選手権大会にて調査をおこ
なった。データの収集は、アンケート調査に関す
る注意事項について十分な事前指導を受けた大学
生調査員14名がおこなった。 2 日間で318票を配
布し、302票の有効回答を得た。 
 
3.3.質問項目 
 本調査では、観戦者の年齢・性別などの個人的
特性に関する質問項目、フィギュアスケート観戦
に関する観戦行動および観戦動機を測定する項目
を設定した。観戦動機については、Funk, Filo, 
Beaton, an Pritchard, 2009；Funk, Beaton, Alexandris, 
2012 6）7）の研究を基に、 5 段階のリッカート尺度
を  5 段階のリッカート尺度を用い、それぞれ
「Socialization」、スポーツイベントを対人関係とい
う側面から関連づけている因子、「performance」、
スポーツイベントが提供する卓越性や美しさ、創
造性などに個人的にどの程度価値を置いているか
を示す因子、「Excitement」、スポーツイベントを
消費経験によって刺激を提供するものであると知
覚している範囲を示した因子、「Esteem」、スポー
ツイベントへの参加を代理達成の機会であると知
覚している範囲を反映している因子、「Diversion」、
スポーツイベントへの参加を日常生活や毎日の繰
り返しから逃れる機会を提供してくれると認識し
ている範囲を示した因子の 5 因子を構成する15項
目の尺度を（おおいにあてはまる[5]からまったくあ
てはまらない[1]）設定した。 
 また、本研究で用いた尺度は英語圏の文献が元
となっているものであるため、質問項目の妥当性
を確保するため、スポーツマーケティングを専門
とするバイリンガル研究者 2 名と、バイリンガル
の研究者 1 名に翻訳を依頼し、設定した。 
 
3.4.分析方法 
 分析にはSPSS Statistics 20 を用い、個人的特性、
観戦行動、調査尺度の記述統計、標準偏差、クロ
ンバックの信頼係数、相関係数を分析した。また、
確認的因子分析およびモデルの妥当性を検証する
ための分析にはSPSS Amos 21を用いた。 
 
4.結果 
4.1.基本的特性 
 Table1.は調査対象者の基本的属性を示したも
のである。回答者の多くは女性であり、73.2%で
あった。平均年齢は40.6歳で、40歳以上50歳未満
の構成比が最も高く（41.3%）、次いで30歳以上40
歳未満であった。同伴者の規模は平均 2.1 人で、
ひとりで会場に来場数する割合が最も高く
（38.0%）、次いで友人（34.7%）、家族（33.0%）で
あった。応援している選手の有無を問う項目では
「いる」と回答したものは80.1%であり、平均の応
援歴は約 8 年であった。 
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Table 1. 基本的特性 
 
 
Table 2. 平均値、標準偏差、信頼係数、相関係数 
 
 
Table 3. 確認的因子分析の測定項目における測定結果 
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4.2.調査尺度の検討 
 本研究で用いた観戦動機を測定するために用いた
SPEED尺度を構成する5つの因子のうちExcitement
（4.27）が最も高いスコアを示し、次いでPerformance
（4.25）、Diversion（3.76）、Esteem（3.42）であり、
Socializationが最も低いスコアを示した（2.58）。次
にクロンバックの信頼係数により、調査尺度の信頼
性を検討した結果、全ての要因で基準値の0.8 14）を
上回り、内的整合性が認められた。また、要因間の
相関に関しては、ExcitementとDiversionの間に中程
度の相関が認められ、その他の次元の相関係数は弱
い相関が認められた。 
 Table 3.およびFigure 1.は、確認的因子分析によ
って調査尺度の妥当性を検討した結果である。尺
度モデルの適合度については、χ²/df=2.75（基準
値<3.00）、 GFI=0.90（基準値≧0.90）、AGFI=0.86
（基準値≧0.90）、CFI=0.95（基準値≧0.90）、
RMSEA=0.08 （基準値< 0.08 ）であった。AGFI
のみ基準値にわずかに満たなかったものの、その
他の指標が基準を満たしていることから総合的に
判断した結果、尺度モデルはデータに適応するも
のと考えられる。続いて、尺度モデルの概念的妥
当性を分析した。構成概念と観測変数の関係の強
さは、因子負荷量によって検討され、すべての数
値が0.50を上回ったことから、各観測変数が対応
する構成概念を正確に測定していることが示唆さ
れた。さらに概念妥当性を支持する数値として
Average Variance Extracted （AVE）が検証され、
Figure 1. 本研究で用いた尺度の検討：確認的因子分析 
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Speedモデルを構成する  5 つの因子全て（AVE 
socialization=0.65、AVE performance=0.72 、AVE 
excitement=0.70 、 AVE esteem=0.72 、 AVE 
diversion=0.77 ）が基準値とされる0.50を上回り、
収束的妥当性が示された。因子間の相違性を示唆
する弁別的妥当性は、各次元のAVEと因子間相関
の二乗を比較することで検証され、全ての因子間
の相違性が認められた。 
 
4.3 男女間における観戦動機の比較 
Table 4.因子間の平均値の比較（男女間） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Table 4.は男女間の観戦動機の比較を示したも
のである。SPEED尺度を構成する 5 つの因子の全
てにおいて、t 検定を行った結果、性差による有
意差は認められなかった。 
 
5.考察 
 本研究は、フィギュアスケート観戦者に対して
観戦者に関する意思決定に影響する要因について
着目し、観戦動機を測定するSPEED尺度を用い分
析を行った。分析の結果から、SPEED尺度は、先
行研究ではチームスポーツにおける観戦者の観戦
動機を測るために用いられた尺度であったが、確
認的因子分析から得られた結果から、個人競技に
おける観戦者の動機を測定するうえでも有用であ
ることが示唆された。 
 得られた結果から、Socializationのスコアが低く、
観戦にも単独で来場する割合も高いため、サッカ
ーや野球のような競争によって勝敗を競う競技と
は異なるフィギュアスケートの競技特性が介在し
ている可能性が高いことが考えられ、審美性を示
すPerformanceや興奮といったExcitementなどの
因子のスコアが他の因子よりも高いことも理由と
して考えられる。また、女性の観戦者が多いこと
も特徴的ではあるが、男女間で観戦動機の違いが
みられなかったことからも、チームスポーツとは
異なるプロダクトの特徴が存在し、競技と紐づい
た要因が意思決定に影響を与えていることが示唆
された。 
 
6.研究の限界 
 本研究では、ジュニア世代のイベントにて調査
をおこなったが、シニアのカテゴリーでは、世界
的なトップレベルの競技者を観戦に来場する観戦
者が今回のイベントよりもかなり大きな規模とな
り、より観戦者の特性をマスでとらえることが可
能である。今回のジュニアというカテゴリーは、
将来有望な選手を集めて行うものであるため、注
目度は高いものの、通常のシニアのイベントより
もコアなファンの構成比が高くなっている可能性
が高い。しかしながら、スポーツビジネスの領域
において先行研究の少ないフィギュアスケートに
おいて、本研究は今後のイベント運営おけるマー
ケティング戦略を策定する際に示唆に富んだ情報
や分析が得られ、今後イベントとしての収益性を
高め、観戦の満足を高め、長期的な関係の構築に
資するものと考えられる。 
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